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鹿児島城跡ࡢ特殊性ࡘ１ࡢを表現ࡿࡍゾ࣮ン

図Ⅴ-1ࠉ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ整備活用ࡢ概念図

Ⅴ.整備活用計画

1.理念࡜方針

〇理ࠉ念

親近感࡟いう名称࡜比べ鶴丸城࡟いう名称࡜鹿児島城ࠊࡣࡃ多ࡢ鹿児島県࣭市民ࠉ

を感࡚ࡌいࡼࡿう࡛ࠊ本来ࡣ城山を指࡚ࡋ鶴丸山ࠊさ࡟ࡽ城全体を指࡚ࡋ呼࡚ࢀࡤ

いた鶴丸城࡜いう名称もࠊ現在࡛ࡣ本丸࣭二之丸࡜限ࢀࡽた範囲を表ࡍ表現࡞࡜

堀や高石ࡢ遺構も本丸周辺ࡿい࡚ࢀ残さࠋࡿい࡚ࢀࡤ呼࡜城山ࠖࠕ別途ࡣ城山ࠊࡾ

垣等࡟限࡚ࢀࡽいࡿこ࡜もあࠊࡾ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡀもࡘ全体像や城跡ࡢ範囲ࠊ

さࡣ࡟ࡽ本質的価値ࡀ十分࡟伝わ࡚ࡗい࡞いࡀࡢ現状࡛あࠋࡿ

明ࠊࡣた鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࢀࡽ構え࡟場所ࡿࡍ対座࡜中心部࡛桜島ࡢ鹿児島市ࠉ

治以降今日ま࡛ࠊ市ࡢ中核的施設等ࡀ整備さࠊࢀまさ࡟都市ࡢ顔࣭行政ࡢ拠点ࡢ機

能を引ࡁ継ࡄシンボルゾ࣮ン࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿこࡼࡢう࡞鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ整備

活用࡟当たࠊ࡚ࡗ本計画ࡢ理念࡜ࡿࡍ࡜こࠊࡣࢁ

し࡚࡜歴史遺産ࡿ࡞単ࠊ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡をࡿい࡚ࡗ࡞࡜礎ࡢ鹿児島ࠉࠉ

守ࡿࡍ⥆⥅ࡾ位置付け࡟留めࠊࡎ鹿児島ࡢ顔࡙ࠊࡾࡃシンボルゾ࣮ンࡢ骨

格࡜し࡚一層尊重しࠊ城跡を体感࡛ࠊࡁ藩政時を彷彿࡜さࡿࡏ整備を推進

ࠋࡿࡍ࡜存在ࡿࢀ誇ࠊࢀࡲ城跡を親しࡃ広ࠊ࡛࡜こࡿࡍ

鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠊࡣ歴史的文化遺産ࡢシンボル࡛ࠊ後世࡟引ࠊࡂ⥅ࡁ

本県ࡢ豊か࡞文化土壌࡟一層ࡢ厚ࡳを加えࡁ࡭ࡿ遺産࡛あࠋࡿ
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࡞少ࡀ資料ࡍ示ࢆ様子ࡢ当時࡝࡞古写真ࠊ文献や絵ᅗࡣ鹿児島城㸦鶴丸㸧跡ࡓࡲࠉ

い城郭࡛あࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ県民࣭市民࡟共通ࡿࡍ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ範ᅖや全体

像ࡶ曖昧࡞状態ࡀ続い࡚いࠋࡿ今回ࠊ本丸御ᴥ門ࡢ復元計画ࢆ発端࡚ࡋ࡜鹿児島

㸦鶴丸㸧城跡࡟対ࠕࡿࡍ保存活用計画ࠖࡢ策定ࡀ進ࡴ中࡛ࠊ鹿児島城㸦鶴丸㸧跡ࡢ

全体像や鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ持ࡘ特性ࠊあࡿいࡣ本質的価値ࡶ明ࠊࢀࡉ࡟࠿ࡽ鹿

児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ実像ࡢᬑ及啓発ࡢ第一歩ࢆ踏ࡳ出ࡘࡘࡋあࠋࡿ

〇方　針ࠉ

ࡢ現状ࡢ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠊࡾࡓあ࡟ࡿࡍ検討ࢆ方針ࡢ整備活用ࡁ基࡙࡟理念ࠉ

課題࡟ふࠊࢀそࡢ対策ࡶ兼ࡡ方針ࢆ設定ࠋࡿࡍ

行うࢆ設定ࡢ範ᅖࡢ整備計画ࠊࡣ前提ࡢ整備࣭活用ࡢ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠊࡎࡲࠉ

県ࡿࡍ対࡟城跡範ᅖࡣ࡟ࡽࡉࠊࡾ未指定࡛あࡀ大半ࡢ城跡ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿあ࡛࡜ࡇ

民࣭市民へࡢᬑ及ࠊ並び࡟理解࡛ࡽ࠿ࢀࡇࡀあࡿ等ࠊ段㝵ࢆ踏ࡲえࡓ対応ࡀ必要࡛

あࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿ城跡内各所࡛㝶時発生ࡿࡍ再開発等へࡢ対応ࠊࡶḞ࡞ࡏ࠿い難題࡛

あࠋࡿ

࡚ࡋ࡜天然記念物ࡢ国ࡓࡲࠊ強くࡀ認識ࡢ࡚ࡋ࡜聖地ࠖࠕࠊࡣい࡚ࡘ࡟幸い城山ࠉ

鹿児ࠕࠊ࡟目的ࢆ࡜ࡇいく࡚ࡋ保全ࡽࡀ࡞ࡋ尊重ࢆ双方ࡢ࡚ࡋ࡜都市公園࡜価値ࡢ

島市城山公園保全計画ࠖࠊࡀ鹿児島市࡚ࡗࡼ࡟策定࡚ࢀࡉい࡜ࡇࡿやࠊ同ࡌく鹿児

島市ࠕࡿࡼ࡟急傾斜地崩壊危険区域ࠖ等ࡢ指定ࡶあࠊࡾ急激࡞変化࡞ࡣい࡜いう推

定ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿࡁ࡛ࡶ大土塁や空堀等ࡢ遺構ࡣ雨風や植物等ࡾࡼ࡟浸食ࡀ進࡛ࢇい

ࠋい࡞ࡏࡈ見過ࡶ࡜ࡇࡿ

࡟本丸ࠊࡾ郭࡛あ࡞枢要ࡢࡾ館࡙くࡢ鹿児島城跡ࠊࡣ本丸࣭二之丸㸦御厩㸧࡟ḟࠉ

ࠋࡿい࡚ࡗ遺ࡀ石垣࡟二方ࡶ二之丸ࠊࡀ堀࡟三方㸧ࡣ二方㸦築城時࡜石垣ࡢ三方ࡣ

当時ࡢ絵ᅗや指ᅗ等ࠊ࡜発掘調査ࡽ࠿建物位置や内容ࢆ推定ࡶ࡜ࡇࡿࡍ可能࡞状態

࠿࡜ࡇࡿい࡚ࢀࡉ公共建物施設等࡛占有ࡣ大半ࡢ土地ࡢ部分ࡢࡇࠊࡓࡲࠋࡿあ࡟

ࠊ役所丸や湊ࡢ当時࡟ࡽࡉࠋࡿあࡶ可能性ࡿࡁ検討࡛ࢆ将来像࡚ࡋ࡜整備計画ࠊࡽ

࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵ認࡟容易ࡶ現在ࠊࡣ輪郭ࡢ࡝࡞街道や堀ࡢ当時ࠊࡶ部分ࡢび築地ࡼ࠾

将来࡟部分的ࠊࡾあࡶ部分ࡿい࡚ࢀࡉ整備ࡀ公共建物施設や公園等ࡣいࡿあࠋࡿࡁ

像ࢆ示ࡣ࡜ࡇࡍ可能࡛あࢁうࠋ

鹿࡜イメ࣮ジࡓࡋ関連࡟西南戦争ࡣ城山࡛ࠊࡣ活用ࡢ現在ࡢ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠉ

児島ࢆ象徴ࡿࡍᬒ観ࢆᴦࡴࡋ場ࠊ鶴丸城跡࡛ࠊࡣ堀࡜石垣ࡢ見学等ࡢ活用࡟留ࡗࡲ

人ࡿ捉え࡚い࡜けࡔ館部分ࡢ本丸࣭二之丸等ࡶ範ᅖࡢ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠊࡾ࠾࡚

ࠋࡿう࡛あࡼ多いࡶ

公共施設ࡢ城跡内ࠊࡵࡓࡿい࡚ࢀࡽ限ࡀ指定範ᅖࠊࡣ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ現在ࠉ

ࡽࡉࠊࡀࡿࡵ進ࢆ検討ࡢ可能性ࡢ整備活用ࡣ࡟い࡚将来的ࡘ࡟公園緑地等ࠊࡕうࡢ

ࠋࡿࡍ留意࡟内容ࡢḟ項࡟

ࠉ
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 〇整備・活用の前提となる復元・整備対象とする範囲と時代の設定

  ア. 復元࣭整備対象ࡿࡍ࡜範ᅖ

࣭整備活用計画ࡣ城跡内ࡢ民有地ࢆ除く全体ࢆ対象ࠊࡋ࡜特࡟城山࣭ᮏ

丸࣭஧之丸ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ現実性ࡢあࡿ将来像ࠊ࡚ࡋ࡜そࡢ他ࡢ部分࠾࡟

い࡚ࡣ将来ࡢ目標ࡿࡍ࡜計画ࢆ立案ࠋࡿࡍ

イ.対象ࡿࡍ࡜時代

࣭発掘成果や史料ࡀ揃う藩政期ᮎࡽ࠿明治4年㸦廃藩置県並びྂ࡟写真ࡀ揃

う㸧辺ࢆࡾ基ᮏࠊࡋ࡜一部地区࠾࡟い࡚ࠊࡣ明治10年ࡢ西南戦争前後ࢆ

含ࡔࢇ時代等ࠊ歴史ࡢ重層性ࢆ示ࡍこࠋࡿࡍ࡜࡜

ウ.城跡史跡指定範ᅖ

࣭当面ࡣ城山ࠊᮏ丸ࠊ஧之丸ࡢ指定地ࡢ拡大࡟注力ࠊࡋ遺跡ࡢ確実࡞保護

ࠋࡿ重要࡛あࡀ࡜こࡿᅗࢆ万全ࡵࡓ行うࢆ

࣭法的保護ࡣ城跡ࡢ部分ࡀ中心ࢆࡿࡊࡽ࡞࡜得࡞いࠊࡀ城跡70ࡣしa以ୖ࡟

及ぶこࠊࡽ࠿࡜㸦1㸧短期的࡟可能性ࡢあࡿ部分ࠊ㸦2㸧長期的࡟取ࡾ組

஦前届け出制等࡛当面ࡢ開発前ࠊ࡚ࡋ࡜㸦3㸧埋蔵文化財包蔵地ࠊ部分ࡴ

ࠋいࡋࡲ望ࡀ࡜こࡿࡍ対応ࡋ࡜分類୕ࡢࠊ部分ࡿᅗࢆ保護ࡢ

〇整備活用計画の内容

ア. 保存整備ࡢ中࡛修理や復元ࢆ行う場合ࠊࡣ復元案ࡢ妥当性ࡘ࡟い࡚専門   

  遺構へࡿい࡚ࡋ遺存ࠊࡎわ࡞損ࢆ真実性ࠊえࡲ踏ࢆ検討࣭検証ࡿࡼ࡟家  ࠉ

  ࡲࠋ࡜こ࡞可能ࡀ࡜こࡿࡍ復࡟将来再度原状ࠊࡵ留࡟最小範ᅖࢆ影響ࡢ    

ࠋࡿࡍ࡜前提ࢆ࡜こࡿࡍ記録࡟正確ࢆ内容ࡢ一連ࡢࡽࢀこࡓ    

イ. 鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢᮏ質的価値ࡢ保存ࠊ࡜顕在化࡟努ࠊࡵ広報ࢆ充実  

ࠋࡿࡍ    

ウ. 公共施設ࡢうࠊࡕ公園緑地等࡛ࠊࡣ遺構ࡢ顕在化や歴史的風致ࡢ修景࡟  

    努ࠊࡵ城跡ࡢ雰ᅖ気向ୖ࡟努ࠋࡿࡵ

エ. 鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ範ᅖ࡜内部構成ࢆ明確࡟示ࠊࡋ現在ࡢ鹿児島㸦鶴  

    丸㸧城跡ࢆ親ࠊࡳࡋ楽ࠊࡳࡋ学びࠊ誇ࠊࡵࡓࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࢀ見学ル࣮ト

ࢫ情報サ࣮ビࡢ最新ࠊ整備࡞一体的ࡢ解説板等ࠊ顕在化ࡢ設定や遺構ࡢ    

 く示ࡍやࡾ࠿わࢆ姿࡞正確ࡢ城郭ࠊ今後ࠋࡿࡍ検討ࢆ対応ࡢへ࣒テࢫࢩ    

 必要ࡀ整備ࡿࢀ迎え入ࢆ検討㸧観光客ࢆ作成等ࡢ㸦模型や（G࣭VRLࠊࡋ    

    ࡛あࠋࡿ

オ. 鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ活用࡛ࠊࡣ歴史学習ࡢ場や当時ࡢ生活ࢆ偲ぶ場ࠊ 

    あࡿいࡣ観光資源࡚ࡋ࡜交流人ཱྀࡢ拡大࡟寄与ࡿࡍこ࡜や࡙ࡕࡲࠊくࡾ  

 活用策ࡿࡁ期待࡛ࢆ効果ࡢアップや象徴性等ࢪイ࣓࣮ࡢࡕࡲࠊࡋ࡜核ࡢ    

ࠋࡿࡵ連携࡛進ࡢ࡜関係部局ࢆ    
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〇情報発信࡜調査研究の取組

㸦情報発信㸧

ア.鹿児島㸦鶴丸㸧城の本質的価値࡜全体像の普及࡜啓発を進めࠋࡿ

࣭鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠊࡣ市内࡟残ࡿ中世ࡢࡽ࠿城跡ࡢ࡜関連性やࠊ藩政下࡛

文化施設や集成館ࡢ仙巌園等ࡣいࡿあࠊ外城制ᗘࡿあ࡛࣒ࢸ地方統治シスࡢ

ࠋࡿࡍ整備活用࡟一体的ࡵ含ࡶ近代化産業施設等ࡢ࡝࡞

࣭こࡢࡽࢀ結果ࡣ各種࢔࢕ࢹ࣓ࡢ媒体やࠊ広報ࠊ現地ࡢ説明施設ࢆ通ࠊࡌ最新

ࠋࡿࡍ検討ࢆ整備ࡢ体制ࡿࡍ提供ࢆ情報ࡢ

࣭鹿児島㸦鶴丸㸧城跡全体ࢆ紹介ࣃࡿࡍンࣞࣇッࢺ等ࢆ作成ࠋࡿࡍ

࣭交流拠点施設࡛࡝࡞コンࣆュ࣮タ࣮࢕ࣇࣛࢢッࢡス㸦（G㸧や࣮ࣂチャࣝࣜ࢔

࡞ࡿࡍ検討ࢆ立体復元ࡿࡼ࡟模型ࠊ復元ࡿࡼ࡟画像ࡢ࡝࡞㸦VRL㸧࣮࢕ࢸࣜ

ࠋࡿࡵ深ࢆ親近性࡜理解ࡾࡼ࡟公開ࡢ全体像ࡢ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠊ࡝

࣭観光ࡢ࡝࡞関係部局ࣂࡿࡼ࡟ッ࢔ࢡップ体制ࡢ整備ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ボࣛン࢔࢕ࢸ

進ࢆ参加ࡢ県民や市民ࠊࡋ開催ࢆ育成講ᗙࢻ࢖ガ࡜充実ࡢ制ᗘࢻ࢖ガࡴ含ࢆ

ࠋࡿࡵ

イ.鹿児島㸦鶴丸㸧城跡及びその時代を生ࡁた鹿児島県人の証ࡋをࡲち࡙くࡾの

中に織ࡾ込ࠊࡳ鹿児島の個有性࡜品格ࡀ感ࡿࢀࡽࡌシンボルゾ࣮ンࠋࡿࡍ࡜

࣭小ࠊ中学校等ࡢ歴史教育資料ࠊ࡚ࡋ࡜鹿児島城ࡢ本質的価値や特色ࢆ学

べࠊ郷土意識ࡢ醸成࡟向け活用ࠋࡿࡍ

ࠋࡿࡍ整備活用を検討ࡿࡁ体感࡛ࡀや想いࡳウ.当時の人々の営ࠉ

エ.歴史遺産の観光資源࡚ࡋ࡜活用を検討ࠋࡿࡍ

関吉ࠊ旧集成館㸦寺山炭窯跡ࡿ構成資産࡛あࡢ明治日本産業革命遺産ࠖࠕ࣭

ࠊ࡟ࡽさࠋࡿい࡚ࢀ࠿築࡟土台ࢆ実験施設ࡢ各種ࡢ城跡内ࠊࡶ疎水溝㸧ࡢ

城周辺ࡢ演武館ࠊ造士館࡛学ࡔࢇ人々ࠊ࡚ࡗࡼ࡟明治維新ࡢ一翼ࡀ担わࢀ

࡚いࡓこࠊ࡝࡞࡜近代鹿児島ࡽ࡞びࠊ࡟日本࡟大࡞ࡁ影響ࢆ与えࡓ城跡࡜

ࠋࡿ必要࡛あࡀ活用計画ࡿࡁ認識࡛࡟来訪者࡚ࡋ

㸦調査研究㸧

ࠋア.資料の収集࣭分析࣭研究を行うࠉ

既存ࠊ文書等ࠊ絵図ࠊ写真ྂࠊ発掘調査資料ࠊ論考ࡢい࡚ࡘ࡟鹿児島城跡࣭ࠉ

ࠋ行うࢆ収集や公開ࡢ資料ࡢ新規࡟びࡽ࡞

ࠋ行うࢆ研究࡞保存科学的ࡢࡵࡓࡿࡍ保全࡟適切ࢆ鹿児島城跡࣭ࠉ

ࠋࡿࡍ提供ࢆ基礎資料ࡢࡵࡓࡿࡍ発信ࢆ最新情報ࡢ研究ࡿࡍ関࡟鹿児島城跡࣭ࠉ

ࠋࡿࡍイ.調査研究の体制を検討ࠉ

組織ࡿ࡞࡜核࡟中ࡢそࠊࡵ࡜ࡲ࡟包括的ࢆ関係部局ࠊい࡚ࡘ࡟鹿児島城跡࣭ࠉ

あࡿいࡣ窓ཱྀࢆ設置ࠊࡋ組織的ࡘ࠿⥅⥆的࡟取組ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡴ大学等や民

間ࡢ研究者ࡢ協力ࢆ得やࡍい体制ࢆ検討ࠋࡿࡍ

鹿児島㸦鶴࡞潜在的ࠊ࡛࡜こࡿࡵ進ࢆ整備活用ࡓ基࡙い࡟方針࡞うࡼࡢこࠉ

丸㸧城跡ࡢ価値ࢆ顕在化さࠊࡏ歴史遺産ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ࡚ࡋ࡜観光資源࡚ࡋ࡜

ࢆ効果࡞ࡁ大ࡶ࡟増大ࡢ交流人ཱྀࡢ鹿児島県࣭市ࠊࡾࡲ高࡟飛躍的ࡶ価値ࡢ

持࡚ࡗいࡿこࡀ࡜改࡚ࡵ期待さࠋࡿࢀ
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鹿児島㸦鶴丸㸧

城跡の名称や範囲ࠊ

本質的価値の普及・

広報࡟努める

࣭市教育委員会等ࡢ࡜協議

࣭城跡内ࡢ地権者等

や講演会࣒ウࢪ࣏ンࢩ࣭

情報提供ࡢへ࣑コࢫ࣐࣭

࣭県࣭市ࡢ刊行物࡛ࡢ紹介

࣭小࣭中学ࡢ歴史授業へࡢ出前講義

࣭資料館等࡛ࡢ展示

࣭現地説明板ࡢ内容を追加等

ࠊࢺフࣞッ࣮ࣜࠊࢺンフࣞッࣃ࣭

作成ࡢップ等࣐

࣭模型や （GࠊVRL 作成等を検討ࡢ

最優先ࡢ取組

㸦⥅⥆性ࡀ必要㸧

࣭保存整備等ࡢ学識者࡟

委員会等ࡿࡼࠉࠉࠉࠉࠉ

࣭文化庁࡝࡞関係機関࡜

事前協議ࡢࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

短期的࡞取組

㸦計画的࡟実施㸧

鹿児島㸦鶴丸㸧城跡の

指定範囲の見直しや

国指定࡟向けた準備

を検討する

࣭市教育委員会等ࡢ࡜協議

࣭城跡内地権者等関係者へ

各種議会等ࡿࡵ理解を求ࡢ

࣭公共用地࡚ࡗ࡞࡜いࡿ部

分ࡢ関係者協議等ࡽ࠿取

ࠋたいࡳ組ࡾ

࣭調査࣭研究

࣭裏付ࡅ資料等ࡢ収集࡜分析

短～長期的࡞取

組

城跡内の発掘調査

を推進する

࣭開発関係者等 ࣭調査結果報告書ࡢ分析ࠊ࡜過去

調査結果等ࡢ࡜研究

必要࡟応ࡌ実施

ձ遺構説明板

遺構の保存の

種類と活用ࠉࠉࠉ

࣭各種事業ࡢたࠊࡢࡵ確認

ࠋࡿࢀ発掘さ࡟調査時ࠉ

࣭石垣カࣝࡢࢸ作成࡜経過

観察ࠉ

城跡の出入口や範囲

短～長期的࡞

取組

࣭土地所有者や地域ࡢ理解

醸成ࡢ協力࡜ࠉ

短～長期的࡞

取組

ձ埋土保存

ղ露出保存

࣭完成後ࡢ運営を明確ࡍ࡟

ࠋࡿࠉ

մ復ࠉ元

ղ平面表示

遺構復元・修理

㸦御楼門ࠊ御角櫓ࠊ

築地ሟ㸧ࠉࠉࠉࠉࠉ

ࠊ石ሠࠊ㸦石垣ࠉ

排水溝等㸧ࠊ橋ࠉࠉࠉ

ྠ上ྠ上

ྠ上

յ修理・復元
ྠ上

ྠ上

ճ一部立体復元

保 存 整 備 の 内 容 優先順位

実施࡟向けた条件と

関係機関との協議

具体的࡞内容や対象

そ

の

他

の

郭

・

周

辺

 表Ⅴ-1ࠉ保存整備の内容

࣭未調査࡛ࡣあࠊࡀࡿそࡢ位置࡛ࡢ存

在࡚ࡋࡾࡁࡗࡣࡀいࠋࡢࡶࡿ

࣭説明対象や周辺ࡢᬒ観を障࡞࡜ࡇࡿࡆ

く全体的࡞統一性を持たせた意匠ࠊ色

彩࡛ࢨࢹインさࢀたࠋࡢࡶ

࣭遺構ࡣ保護盛土࡛養生

平面形࡟上面ࡢそࠊࡋ

状を復元ࠋࡿࡍ

࣭元位置ࡢࡽ࠿立体的࡞立ち上ࠋࡆ

࣭調査結果ࠊ絵ᅗྂࠊ写真等࡛ࡰ࡯全ᬒを

明ࠊࡣࡢࡶࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ材料や工法を含

ࠋࡿࡍ復元ࡵ

࣭ 埋 土 保 護 や 露 出 活 用

条件を整理ࡢ各種ࠊࡣ

タࢫࡢ保存࣭活用ࠊࡋ

イࣝを決定ࠋࡿࡍ

࣭石垣や排水溝ࠊ࡝࡞傷ࡢࡳ状況࡟応ࡌ

た修理を行いࠊ原状࡟復ࠋࡿࡍ

࣭館建物をࡵࡌࡣ多数ࡢ遺構ࡀ埋土ࡼ࡟

ࠋࡿあ࡟た状態ࢀ養生保護さࡾ

࣭石垣ࡀ࡝࡞代表࡛あࡿ被破壊検査や経

過観察を主ࠊࡋ࡜変状ࡀ大ࡁい部分࡛

ࠋࡿࡍ合わせた修理法を検討࡟症状ࠊࡣ

࣭石垣等ࡢ石造工作物ࡣ個別࡟カࣝࢸ作

ࠋを行うࡾ

調査ࡀ終了ࠊࡋ内

容ࡀ明࡞࡟࠿ࡽ

取組ࡢた段階ࡗ

࣭大手ཱྀや搦手ཱྀྡࠊࡣ前ࡣ残࡚ࡗいࡿ

ࠋい࡞ࡣ࡟表面ࡣ遺構ࡿ当時を知ࠊࡀ

࣭位置表示やྡ称࣭解説板ࡢ整備

࣭番所ࡘ࡟い࡚ࠊࡶ位置表示や説明板等整

備ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ範ᅖを意識付ࠋࡿࢀࡽࡅ

2.保存整備計画

1㸧鹿児島 (鶴丸㸧城跡の遺構保存と環境整備計画

た部分ࡋ࡜本丸を中心ࠊ石垣や堀及び門等ࠊࡣ整備活用ࡢ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠉ

範ࡢた鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡗ敷地࡛あ࡞広大ࠊࡀࡿࢀ注目さ࡟遺構ࡿい࡚ࡗ遺࡟

ᅖやࠊ唯一性ࡢ高い価値を持ࡘ鹿児島㸦鶴丸㸧城ࡢ特色等ࡘ࡟い࡚ࠊ広くᬑ及࣭

広報࡟努ࡀ࡜ࡇࡿࡵ最ࡶ優先性ࡀ高くࠊ重要࡞問題࡛あࠊ࠿࡯ࡢࡇࠋࡿ本丸を中

心ࡋ࡜た地区࡟遺ࡿ遺構等ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ調査ࡀ進ࠊࡳ必要࡞情報ࡀ整ࡗたࠊࡢࡶ

県民や市民ࡢ気運ࡢ高ࡢࡾࡲあࡘ࡟ࡢࡶࡿい࡚ࠊࡣ立体復元や修理等を順次進ࡵ

ࣛࣂࡢ事業ࢻ࣮ࣁ及びࢺソフࠊࡣい࡚ࡘ࡟保全࣭整備ࡢ鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠋࡿ

ンࢫを保ちࠊࡽࡀ࡞計画的࡟取組ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡴ
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審議

審議

①建造物ࡢ復元

 鹿児島城跡本丸内を中心࡟発掘調査ࡀ進ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ主要࡞門や建物ࡢ一部࡟

ࠋࡿࡵ࡜ま࡟を以下ࢀ流ࡢ場合ࡢこࠋࡿࡍ復元を検討ࠊい࡚࠾

㸦1㸧保存管理計画

保存活用計画

史跡ࡢ本質的価値を明ࠊࡋ࡟࠿ࡽ

そࡢ価値を確実࡟継承࡚ࡋいくた

ࡢン࣮ࢰ࢓ッフࣂ࡜史跡全体ࡢࡵ

保存管理計画ࠋ

㸦2㸧整備活用計画

(全体計画㸧

史跡ࡢ本質的価値ࡘ࡟い࡚ࠊ広く

深く理解を促ࠊࡋあࡿいࡣ郷土ࡢ

歴史を誇ࠊࡾ県民࣭市民ࡀ郷土へ

࡟ࡽさࠋ場ࡿࢀࡽࡌ愛着を感ࡢ

まちࠊࡎࡽま࡝࡜࡟歴史遺産ࠊࡣ

࡙くࡾや観光資源࡚ࡋ࡜活用ࡿࡍ

整備内容を計画ࠋࡿࡍ

地区別ࡢ基本設計

遺構ࡢ修理ࠊ復元ࡢ範囲や内容を

定ࠊࡵ意匠ࠊ構造ࠊ工法࡝࡞裏付

け࡜根拠を明確ࠋࡿࡍ࡟

遺構ࡢ修理ࠊ復元ࡢ範囲や内容を

定ࠊࡵ意匠ࠊ構造ࠊ工法࡝࡞裏付

け࡜根拠を明確ࠋࡿࡍ࡟

個別遺構ࡢ復元・

修理設計ࠉࠉࠉࠉࠉ

復元・修理工事

公開㸦活用㸧

発掘調査

および

史料調査

史跡全体および遺構ࡢ保存管理

修理࣭復元࡛ࠊࡣ素材ࠊ工法ࠊ工

具等࠾࡟い࡚ࠊࡶ可能࡞限ࡾ同ࡌ

ࠋࡿࡍ実行࡛ࡢࡶ

工事内容を記録に留めࡿ

市民ボランテ࢔࢕等ࢯࡿࡼ࡟フト

ふࡢ来訪者࡜地元住民ࠊ࡜ワ࣮ࣃ

ࡍ体験を提供ࡿ残࡟あい࡛心ࢀ

ࠋࡿ

史跡全体および遺構ࡢ

整備活用ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

個別遺構ࡢ復元修理ࠊ

実施設計ࡢ周辺環境等ࠉࠉࠉࠉ

地区全体あࡿいࡣ個別遺構ࡢ復元・

修理・保護ࡢ基本設計࡜周辺環境ࡢ

整備

専
ࠉ

門
ࠉ

委
ࠉ

員
ࠉ

会

関

ࠉ

係

ࠉ

機

ࠉ

関

審議

審議

協議

協議

協議

協議

協議

県民・市民ࡢ誇ࡢࡾ場ࠊ

場ࡢあいࢀふࡢ࡜交流人口ࠉ

審議

図Ⅴ-3ࠉ歴史的建造物復元ま࡛ࡢ流ࢀ

2㸧遺構ࡢ保存整備計画
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(復元の対象と範囲）

　歴史的建造物のうち、復元の可能性のある遺構は、指定地内にある御楼門跡や石

垣上の建造物である御角櫓や多門櫓等が対象として考えられる。

　本丸の表門である御楼門は、御楼門復元検討委員会が、平成25年4月にとりまと

めた｢鹿児島城(鶴丸城)御楼門(城門)復元に向けた方向性の提言｣によると、「いか

にも武の国･薩摩を象徴するような威風堂々のたたずまいで、城山を背景に建つ姿

は、薩摩の国の特徴的な風景を創り出し、城下町として発展してきた薩摩藩の一つ

のシンボルであった。」とされている。また、御楼門(城門)は当時の国(藩)の風格

を示す目安であり、加賀の前田氏と並ぶ大名であった島津氏の威厳や風格を表すも

のであっただろうと推察されているが、明治6年(1873年)の火災で、居館とともに

焼失している。

　さらに御楼門については、「これまで観光振興の面から復元したらどうかという

意見、完全復元でなければ意味がないとするもの、今のままで歴史的に意義があ

る。」とする意見など、さまざまな意見もあった。

　このような中、平成25年4月に、鹿児島経済同友会を中心とする御楼門復元検討

委員会から、経済界や個人による募金などを大きな財源とする民間主導による復元

計画を盛り込んだ提言がなされ、その後、発足した鶴丸城御楼門復元実行委員会が

建設費用として4億5千万円を目標に募金活動を行って、既に目標額を上回る寄附金

が寄せられている。

　この取組は、民間が主導する新たな官民連携のーつのモデルであって、また、歴

史、文化、建築技術の継承などのほか、新たな観光拠点としても意義あるものであ

ることから、県と鶴丸城御楼門復元実行委員会の二者の間で、「鶴丸城御楼門建設

協議会」を平成27年2月に設立し、平成32年3月までの完成を目指して、建設に向け

た取組が進められているところである。

　また、御楼門とつながり城郭を構成する重要な要素である御角櫓についても、こ

れにあわせて県で整備することとしている。

　御楼門と御角櫓をあわせて建設することで、城郭の全容の一端が現れ、美観や威

厳がさらに増すものと考えられ、文化施設等が集積する歴史･文化ゾーンの充実

や、回遊性の向上等に寄与することが期待され、鹿児島の新しいシンボルとなり得

るものである。

　なお、歴史的建造物の復元であることから、県文化財保護条例等が求める基準を

満たし、建築基準法については、法第3条第1項第四号に規定する認定により、法の

適用を受けない建築物とする必要がある。

　この他、直近の発掘調査の成果から能舞台（橋掛り）が確認された。近世城郭の

中からの発見例は極めて少なく、また周辺の館や御池等も確認されていることか

ら、今後の取組が期待される遺構である。
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（建造物の平面表示）

　建造物の平面表示を行う場合は、発掘調査等で得られた成果により、原位置に行

うとともに、遺構の取扱いについて展示とするか、遺構表示とするか検討したうえ

で実施する。

（建造物の立体復元）

　鹿児島（鶴丸）城に関連する建造物の復元に際しては文化庁文化財部記念物課監

修『史跡等整備のてびき　－保存と活用のために－（計画編）』に示されるように

史跡の「本質的価値の保存」のみならず「本質的価値の顕在化」に効果のある内容

となることが欠かせない。※1）次項参照

　特に復元展示を行う場合は、同時代の同種・同類の現存する歴史的建造物等類似

例を参考に、発掘調査の成果及び資料・史料等の分析結果に基づき、形状、規模、

意匠、構造等を精査し実施する。この条件に対してやや精度が欠ける場合は、復元

展示の積極的意義を明確に整理し実行することが求められ、さらに史跡等における

歴史的建造物の復元の取扱基準として、次の8項目の条件が示されている。以下に

抜粋要約を示す。

ア.当該史跡の保存にとって支障にならないもの。

イ.当該史跡等の活用にとって積極的な意味をもつもの。

ウ.当該史跡等の理解が、誤りなく適切に導かれるもの。

エ.当該史跡等の歴史的・自然的な風致・景観と総体として整合する内容をも
つもの。

オ.構造および設置後の管理（防災・防犯を含む）の視点から安全性が確保さ
れているもの。（追記、木造建築の場合、建築基準法第21条1項の階数お
よび高さ制限をクリアするための、安全性の認定手続きが必要）

カ.復元した建造物等を施設として活用する場合は、当該史跡等の保存と活用
に関わりがあり、かつ当該史跡等に相応しい内容をもつもの。

キ.当該史跡等の保存管理計画、整備・活用に関する全体的な計画が策定さ
れ、その中でア～カに関する方針が明確に示されているとともに、復元後
の建造物等の保存管理のための行財政処置等の方針が整っているもの。

ク.復元しようとする歴史的建造物等の位置・規模・意匠・構造・形式等につ
いて、十分な根拠があるもので、文化庁との協議を踏まえ、史跡等におけ
る歴史的建造物等の復元の取扱いに関する専門委員会の審査を得たもの。
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②石垣の修復

㸦方　針㸧

遺ࡢ橋等ࡿ掛࡟ࢀ堀及びこ࡜石垣ࡿ遺࡟本丸୕方ࠊࡣ鹿児島。鶴丸㸧城跡ࡢ現在ࠉ

構ࠊࡾࡼ࡟城ࡢイメ࣮ࡀࢪ決定付け࡚ࢀࡽいࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡿこࡢࡽࢀ遺構ࡢう

ち石垣ࡣ自然的ࠊ人為的࡞影響等ࡽ࠿築石ࡢ劣化や石垣ࡢ変状ࡀ随所࡟見ࡿࢀࡽ状

態࡚ࡗ࡞࡟いࡲࠋࡿたࠊ藩政時代以降今日࡟࡛ࡲ毀損ࡋた石垣ࡶ幾度࠿修理さࠊࢀ

石垣ୖࡣ࡟新た࡞施設等ࠋࡿࢀࡽࡳࡶ石垣ࡢ保存ୖ必要࡞部分ࡢ修理࠾࡟い࡚ࠊࡶ

文化庁文化財部記念物課監修ࠗࡢ石垣整備࡚ࡢび࡟࠘ࡁ示さࡼࡿࢀうࠊ࡟石垣ࡢ修

理ࡣ長期間ࡢ事業ࡾ࡞࡜やࡍいたࠊࡵ基本計画を策定ࠊࡋ事業ࢫケࢪュ࣮ルを示ࡍ

こ࡛࡜円満࡟進ࠊࡿࡵあࡿいࡣ日常的࡞観察ࡾࡼ࡟策定さࡿࢀ石垣カルテを有効࡟

使う等を前提ࠊࡋ࡜基本方針や修理༢位ࡢ方針や方法を以ୗ࡟示ࠋࡍ

ࠉ

石垣の本質的価値の保存.࢔

調査研究の充実と整備の精度の向上ࡿ石垣に関す.࢖

ウ.整備の手法・技術の充実・向上

エ.石垣の本質的価値を学び理解すࡿ場の提供

オ.まち࡙くࡾや地域のࢹ࢖࢔ン࢕ࢸ࢕ࢸとし࡚位置付けࡿ

　

廃城時ࡾい限࡞ࡀ理由࡟特ࠊࡣ場合ࡿࡍ修理を選択ࡣたࡲ復旧ࡢ石垣࡛ୖࡢそࠉ

㸦廃藩置県㸧ࡢ形態࣭意匠࣭構造を基準ࠊ࡚ࡋ࡜各箇所ࡢ修理ࡢ方針を総体的࡟定

西༡ࠊ中࡛ࡢ痕跡࡞様々ࡢ間ࡿ至࡟今日ࡽ࠿廃城後ࠊたࡲࠋࡿ適当࡛あࡀ࡜こࡿࡵ

戦争ࡢ弾痕等ࠊࡣ鹿児島ࡢ歴史を示ࡍ記念碑的࡞存在࡚ࡗ࡞ࡶ࡜いࠋࡿ

ࠊく࡞࡛ࡾ࠿ࡤ遺構࡞重要ࡿࡍ関係࡟石垣ࠊࡣ࡟周辺ࡢ石垣ࡿい࡚ࡋ表出࡟ࡽさࠉ

石垣ୖ࡚ࡘ࠿ࠊ࡟存在ࡋた建築物ࡢ基礎ࡲࠊたࡣ石垣築造ࡢ過程࡛背後࡟設置さࢀ

た石造構造物ࠊ࡝࡞石垣ࡢ積ࡳ直࡜ࡋ並行࡚ࡋ復旧ࡀ可能࡞遺構ࡶ含࡚ࢀࡲいࠋࡿ

そࡼࡢう࡞遺構ࡢ特質を十分࡟考慮ࡋた保存ࡢ考え方ࠊ範囲ࠊ方法を示ࡍこࡀ࡜不

可欠࡛あࠋࡿ

修ࠊࡽ࠿࡜こࡿࡍ࡜保存࣭顕在化を目的ࡢ本質的価値ࡢ石垣ࠊࡣた復旧࣭修理ࡲࠉ

理࡟あたࠊࡣ࡚ࡗ石垣ࡢ現状を維持ࡿࡍ方法ࠊ変形ࡢ速度を遅ࡽせࡿ方法ࠊ間詰等

࡛緩ࡳを消ࡍ方法等ࠊ多様࡞手法を比較検討ࠊࡋ現状を保護ࡿࡍこ࡜を前提ࡋ࡜た

対策を講ࡿࡌ等ࠊࡀ石垣ࡢ復旧࣭修理࠾࡟けࡿ基礎的方針࡚ࡋ࡜示さ࡚ࢀいࠋࡿ

ࠉ
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㸦石垣修理の工法選択㸧

石垣を修理すࡿ前提ࡣ各種調査࡛あࠊࡾ調査を前提࡜した現状ࡢ状況整理ࡼ࠾ࠊ

び石垣ࡢ原状を把握すࡿこ࡛࡜あࡲࠋࡿたࠊ修理࡟際し࡚ࡣୗ表࡟示すࡼう࡟応急

処置ࡽ࠿解体修理࡛ࡲ考えࠋࡿࢀࡽ対象石垣ࡢ症状࡟合わせた選択ࡀ求ࠋࡿࢀࡽࡵ

入ࡢ同一材料࡟長期的ࠊ規模や事業年度等を加味しࠊ解体修理を行う場合ࠊ࠾࡞

手ࡢ可能性࡟つい࡚ࡶ調査ࡀ必要࡛あࠋࡿ

表Ⅴ-2 石垣修理の工法選択

発掘調査

石垣の現状整理

㸦1㸧工事前ࡢ発掘調査

発掘調査ࡢ㸦2㸧ୖ面遺構ࠉ

㸦3㸧解体発掘調査ࠉ

㸦1㸧対象石垣ࡢṇ面展開図ࡢ作成

㸦2㸧石垣面毎ࡢ石垣ࡢ類型化࡜築石表面ࡢ加工状況整理

㸦3㸧石垣変状部分ࡢ特色࡜診断

㸦4㸧築石表面ࡢ劣化部分ࡢ診断

石垣の傷み程度 原因と内容 対　　応

軽易

重症

㸦1㸧応急的

処置

災害等ࡿࡼ࡟崩落等ࡢ拡

大を防ぐࠋ࡝࡞

ձ立ち入ࡾ禁Ṇ区域ࡢ設置

ղ破損࣭変形要因ࡢ除去

ճ排水ࡢ確保

մ石垣表面ࡢ保護

㸦2㸧部分補修

石垣石材ࡀ部分的࡟破損

し࡚い࡚ࠊࡶ石垣構造࡟

影響࡞ࡀい場合ࠊ破損石

材ࡳࡢ補修を行うࠋ

ձ石材補修㸦割ࢀ材等ࡣ接着

処理㸧

ղ間詰ࡵ石ࡢ補修

㸦目地ࡢ開ࡁ等ࡣ間詰石を

入ࡿࢀ㸧

㸦3㸧部分補強

石垣構成ࡢ石材や基盤強

度ࡀ部分的࡟劣化し࡚い

ࠋ場合ࡿ

ձ石垣ࡢ前面補強

㸦カウンタ࣮処理㸧

ղ地盤補強

㸦背面地盤ࡶ遺構࡛あࡿこ࡜

難しい判断を伴う㸧ࡽ࠿

㸦4㸧解体修理

ୖ記㸦1㸧～㸦3㸧以ୖࡢ

石垣ࡢ脆弱化ࡀ見ࡿࢀࡽ

場合࡛ࠊ最後ࡢ手段࡜し

࡚慎重࡟対応すࠋࡿ

ձ全解体修理

ղ部分解体修理
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野面積み

。 割石ࡢ乱積み )

㸦鹿児島城石垣ࡢ特徴㸧

粗加工石積み

。 粗加工石材ࡢ布積

みձ)

割石積み

。 粗加工石材ࡢ布積

みղ)

㸦粗加工石材ࡢ落࡜

し積み㸧

㸦精加工石材ࡢ落࡜

し積み㸧

ษ石積み

㸦精加工石材ࡢ布積

みձ㸧

㸦亀甲 。 崩し ) 積み㸧

※石垣ࡢศ類名称࡛ࠉࠉ囲みࡢもࠊࠗࡣࡢ 石垣整備࡚ࡢびき㸦文化庁㸧࠘ に基くࠋ

修正及び事前調査・設計ࡢ鶴丸城跡保全整備に係る御楼門部石垣保全設計ࠕࠊࡣศ類ࡢ石垣ࠉ

業務事前調査報告書ࠖを参照したࠋ

㸦精加工石材ࡢ布積

みղ㸧

・形や大ࡁさࡢふࢁࡒい࡞石ࠊࢆ

不規則࡟積ࡔࢇ石積ࠋࡳ横目地

石材規格化ࠊࡓࡲࠋい࡞ࡽ通ࡣ

石垣ࡢ築城時ࠊ低くࡀⓎ達度ࡢ

ࠋࡿࢀ思わ࡜࠿い࡞ࡣ࡛

・割石ࢆ横列࡟近࡙ࡼࡿࡅう࡟積

ࠋࡿい࡚ࡗ通ࡀ横目地ࠊࡾ࠾࡛ࢇ

石材ࡢ規格性ࡶࡾࡼ①ࡀ低いࠋ

・一定ࡢ規格性ࡓࡗࡶࢆ割石ࢆ用

いࠊ石材ࢆ水ᖹ࡛࡞ࡣく斜࡟ࡵ

傾࡚ࡅ組ࠊࡾ࠾࡚ࡆୖࡳ横目地

ࠋい࡞ࡽ通ࡣ

・規格性ࡢあࡿ割石ࢆ横列࡟近࡙

横目地ࠊࡾ࠾࡛ࢇ積࡟うࡼࡿࡅ

ࠊ多用しࢆ間詰石ࠋࡿい࡚ࡗ通ࡀ

打ࡕ込ࠋࡿࢀࡽࡳࡀࡳ

・規格性ࡢ高いࠊいわゆࠕࡿ切石ࠖ

࡛ࢇ積࡟うࡼࡿࡅ近࡙࡟横列ࢆ

石ࠋࡿい࡚ࡗ通ࡀ横目地ࠊࡾ࠾

材相互ࡢ密着性ࡀ高くࠊ間詰石

ࠋい࡞ࢀ使わ࡝ࢇ࡜ほࡣ

・規格性ࡢ高い切石ࢆ用いࠊ石材

ࠊࡾ࠾࡚ࡆୖࡳ組࡚ࡅ傾࡟ࡵ斜ࢆ

横目地ࡣ通࡞ࡽいࠋ

・正六角形࡛࡞ࡣいࠊࡀ多角形ࡢ精

加工石材ࢆ使用し࡚いࡢࡇࠋࡿ城

角部ࡢ間知石ࡢ精加工ࠊࡣ場合ࡢ

ࠊࡢす程度࡜落ࡾ切࡟ࡵ若ᖸ斜ࢆ

᭱低限ࡢ亀甲状装飾࡞ࢆし࡚いࠋࡿ

・規格石材ࢆ利用しࠊ横列࡟近࡙ࡅ

ࡗ通ࡀ横目地ࠊࡾ࠾࡛ࢇ積࡟うࡼࡿ

࡚いࠋࡿ完全࡞間知石࡛࡞ࡣいࠋ

精加工石材ࢆ使用しࡶࡾࡼ①ࠊ多角

形ࡢ石垣ࢆ混用しࠕࡓ合端 合ࠖわせࠋ

石垣ࡢศ類 写ࠉࠉ真 特ࠉࠉ徴

鹿ࠉ児ࠉ島ࠉ城

江
ࠉ

戸
ࠉ

時
ࠉ

代

 

亜流ࡢ算木積みࠉ

算木積みձ

算木積みղ

算木積ࡢࡳ意識࡟準拠すࡶࡿ

短いタイ࡟極端ࡀ角石ࠊࡢࡢ

プࠋ石垣ࠕࡢ反ࡀࠖࡾⓎ生す

Ⓩ場࡟文禄～慶長ᖺ間初頭ࡿ

しࠊ元和期ࡣ࡟消滅すࠋࡿ

肥前ྡ護屋城ࠊ熊本城ྠ࡟例

あࠋࡾ

角石ࠊ角脇石࡟精加工石材ࡀ

使用さࠊࢀ規格化ࡶ完成しࡓ

状態ࠋ

角石ࡢ形状ࡣ立方体ࢆ成すࠋ

精加工さࡓࢀ角石ࢆ既存ࡢୗ

部石垣࡟すࡾ合わせࠊࡵࡓࡿ

直方体࡛࡞ࡣくࠊ不等辺ࡢ面

石ࡢ元ࡢୗ半部ࠊ࡚ࡆ仕ୖ࡟

垣稜線࡚ࡆ࡞ࡘ࡜いࠋࡿ

薩英戦争時 。186」) 被ࡶ楼門࡟

弾し࡚ࠊࡾ࠾屋根ࡿ࠿࠿࡟箇

所ࡀ破損し࡚ࠊ積᭰ࡳえࢀࡽ

ࠋࡿあࡶ可能性ࡓ

石垣ࡢศ類 写ࠉࠉ真 特ࠉࠉ徴

鹿ࠉ児ࠉ島ࠉ城

江
ࠉ

戸
ࠉ

時
ࠉ

代

ղ隅角部ձ築石部

-
 
1
「
1
 
-





表Ⅴ-3　遺構として遺っている施設一覧表（1）

遺っている施設
（地表に露頭している遺構）

位置等が確認できる施設
（埋蔵されている遺構も含む）

・大土塁（写真-1）

・空堀（写真-2）

曲 輪

城　山 ・大手口（写真-15）

・新照院口、岩崎口

 （写真-16）

・本丸曲輪

・二之丸曲輪

・石垣（写真-3）

・排水溝、排水口（写真-4）

・大手石橋（写真-5）

・御庭の石橋（写真-6）

・北御門土橋（写真-7）

・茶屋跡水路と石垣（写真-8）

本　丸 ・御池、麒麟の間、サギの間、能舞台

（写真-17）

・上水道石管（写真-18）

・石垣（写真-9）
二之丸

・堀

・二之丸庭園

・矢来御門（写真-19）

③城跡内の堀やその他の遺構の活用

　城山に遺る大土塁と空堀等の遺構については、さらなる調査を進め、時期の特定や

範囲、あるいは城山全体の縄張り等、不明部分の解決を図り、適切な保存法の検討が必要

である。

　次に、本丸と二之丸の間の堀は、築城時から文政5年（1822）「文政5年鹿児島城

絵図」までは確認される。さらに平成11年度の調査でも確認されている。本丸の三方

を堀と石垣で囲っていた本城の特色を強調するうえでも現状の復元を検討すること

が望まれる。

　また、本丸御池や庭園（現在の探勝園）等は、古写真もあり、かつ仙巌園に造られ

た池泉回遊式庭園、玉里邸園等の遺存している名勝を参考に活用を検討することも可

能である。鹿児島（鶴丸）城跡内で遺構として遺っていることが確認された施設を下

表にまとめる。
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表Ⅴ-3　遺構として遺っている施設一覧表（2）

・石塀（名山小学校）

（写真-11）

曲輪

役所丸

湊、築地

・番所

・湊（写真-23）

・築地（写真-24）

堀 ・俊寛堀（写真-21）

・吉野橋掘（写真-22）

御厩 ・番所（写真-20）

・弾痕・弾痕（写真-12）

歴史痕跡

薩英戦争

西南戦争

・石垣（写真-10）

遺っている施設
（地表に露頭している遺構）

位置等が確認できる施設
（埋蔵されている遺構も含む）

・堀（写真-13）

・湧水（写真-14）
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現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

写真-1　大土塁 写真 -2　空堀

（城山）

遺っている施設（地表に露頭している遺構）における整備の可能性

写真 -3　石垣 写真 -4　排水溝、排水口

写真 -5　大手石橋

（本丸）

一体となっている部分の見学と（視点場の確保）説明板の整備や全体案内板の中に位置等を示す。

親柱を含む橋だまり部分の傷み（不同沈下または

排水不良による沈下等）原因の解明と修理を検討

する。

現状のまま石垣カルテを作成し、経過観察する。孕み等限界

に達しているものは積替えを検討するが、基本

的には現状の修理に留める。

現状のまま

写真 -6　御庭の石橋
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石垣の変状状態をよく観察・研究し、危険性が

ある場合は、遺構解体・修理の手続きを踏まえ

修理する。

石垣の変状状態をよく観察・研究し、危険性が

ある場合は、遺構解体・修理の手続きを踏まえ

修理する。

（本丸）

現状のまま

現状のまま

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

写真-11　石塀

（役所丸）

写真 -12　弾痕

（歴史痕跡）

歴史的記録の原状をとどめ、保全するために

保存科学的手法も含めた保存法を検討する。

遺構と新設されたものとの区別を検討する。

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

写真-7　北御門土橋 写真 -8　茶屋跡水路と石垣

写真 -9　石垣

（二之丸） （御厩）

写真 -10　石垣
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（堀）

本城であった城山の大手口と搦手口の一つ新照院口は、絵図等から桝形の状態や門の様子が

みてとれる。門位置等を平面表示し、遺構の様子を示す説明板の整備を検討する。

写真 -17　御池、麒麟の間、サギの間、能舞台

屋敷と能舞台を一体的に立体復元（床面まで）

し、演じる場と見る場の再現を検討する。

現在は黎明館敷地内のため舗装

整備されているが、発掘調査に

より、左写真のような上水道石

管の遺構が確認されている。

（城山）

（本丸）

写真 -16　新照院口写真 -15　大手口

写真 -18　上水道石管

位置が確認できる施設（埋蔵されている遺構も含む）

写真 -14　湧水

現状のまま

写真 -13　堀

現状のまま

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

現
況
写
真

整
備
の
可
能
性

(出典：「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（26）
　　　　　　　　　　鹿児島（鶴丸）城本丸跡」）
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現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

門、番所の位置が特定できるものは、位置を平面表示し説明板等の整備を検討する。

（御厩）

写真 -20　番所写真 -19　矢来御門

（二之丸）

説明板の整備や平面表示等を検討する。

写真 -23　湊 写真 -24　築地

（湊・築地）

写真 -21　俊寛堀（付近）

（堀）

写真 -22　吉野橋堀（付近）

堀の範囲等はっきりしている部分には平面表示し、歩道等がある場合には、説明板等の整備を

検討する。

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性

現
況
写
真

整
備
の

可
能
性
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3㸧遺構周辺ࡢ環境整備計画

①遺構周辺部分ࡢ修景整備

ア.修景整備対象地ࡢ現状

ࢀ県指定やそࠊࡣーンࢰࡿあࡢ可能性ࡿࡁ整備を検討࡛࡞当面環境整備等具体的ࠉ

ࠋࡿい࡚ࢀࡽ保全地域等限ࡿ係࡟

い࡚ࢀ行わࡀ植栽や広場整備࡞修景的ࠊ伴い࡟整備ࡢ現在黎明館ࡣーンࢰࡢこࠉ

ࠊカイノキࡢ記念樹ࠊ௚ࡘ目立ࡀノキࢫ生育したクࡽ࠿実生ࡣ構成࡛ࡢ植栽樹ࠋࡿ

ࣜュウࢮツࣛン㸦七高時代㸧ࠊあࡿいࢯࡣメイࣚࢩノやツツࢪ類ࡢ࡝࡞花木ࡀ主体

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜

ࠋࡿ園路や記念碑等࡛あࡢ園地内ࠊ௚ࡢ広場ࠊࡣ園地構成ࠊ௚ࡢこࠉ

イ.修景整備方針

保存整ࡢ今後鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࠊࡣ施設等や植栽ࡿい࡚ࢀ整備さ࡟現在園地内ࠉ

備を念頭࡟整理ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ

クࡿ悪影響を及ぼし࡚い࡟遺構ࠊ望ましい環境を最優先し࡟遺構保存ࠊࡣ植栽࡛ࠉ

ࠋࡿࡍ対応を検討ࡢ移植等ࡣノキ等ࢫ

確認さࡀ発掘調査や指ᅗ等࡛遺構ࠊࡤࢀࡍ配植఩置を検討ࡽ࠿保全ࡢ遺構ࠊ࡟次ࠉ

ࡢい程度࡞ࡽ࠿࠿࡟石垣ࡀ枝ࡢ成長した樹木ࡣ保全ࡢ石垣等࡟特ࠊい部分࡞い࡚ࢀ

఩置㸦枝࡜根ࡢ範ᅖࡣ同程度࡜見࡚ࢀࡽいࡿ㸧ࡀ必要࡛あࠋࡿ

保護盛土を置࡟遺構ୖࠊࡣ࡛ࢫケーࡿ࡞࡜必要ࡀ配植࡟遺構ୖࡎを得ࡴやࠊまたࠉ

ࠋࡿ植栽用客土を用い࡟ୖࡢそࠊートを布設ࢩ防根ࠊࡁ

築地塀越しࡢ御楼門横ࠊࡣ絵࡛ࡢ明治初期ࠊࡣ樹種࡛ࡿ用い࡟環境整備ࡢ城跡内ࠉ

ࠋࡿࢀࡽ見ࡀ針葉樹や竹等ࠊࡣࡽ࠿古写真ࡢ同時期ࠋࡿい࡚ࢀ࠿描ࡀ大木ࡢマツ࡟

こࡢ௚࡛ࠊࡣ御池回࡛ࡾ玉物ࡢప木や௙立物ࡢ針葉樹や常緑広葉樹ࡀ認ࠋࡿࢀࡽࡵ

新た࡞修景整備࡛植栽ࡿࡍ場合ࠊࡣ以ୗࡢ方針࡟基࡙くࠋ

。1)遺構上や遺構࡟悪影響ࢆ及ぼす位置࡟植栽し࡞いࠋ

。2)当時ࡢ館建物ࢆ視点場࡟した外部眺望࡟配慮した植栽࡜すࠋࡿ

。3)遺構上࡟配植すࡿ場合ࠊࡣ保護盛土や防根シート࡛遺構ࢆ養生しࠊそࡢ上࡟客

土すࠋࡿ客土厚ࡣ樹高ࡼ࡟っ࡚調整すࠋࡿ

。4)樹種ࠊࡣ絵図や古写真࡟みࡿࢀࡽ種類や島津氏が好࡛ࢇいた種類等ࢆ参考ࠊ࡟

鹿児島㸦鶴丸㸧城跡ࡢ価値や特色࡟調和すࡿも࡜ࡢすࠋࡿ

ࠉ

ࠉ
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表Ⅴ-4　古写真にみる本丸及び二之丸の植生状況

背景ࡢ森ࠊࡣ常緑広葉樹を主にࠊマツࡢ高木

ࠋ目立つࡀ

御池に植えࢀࡽた樹木ࠊ௙立物ࡢ低木や中木

ࠋࡿていࢀく配植さࡼバランスࡀ高木ࠊ௚ࡢ

御楼門横にマツࡢ大木ࡀ描ࢀ࠿ていࠋࡿ

中国西国巡幸鹿児島着御ࠕ 　ࠖ（聖徳記念絵画館所蔵 )
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島津御本丸御書院景ࠖ(鹿児島県立図書館所蔵ࠕ )

島津御本丸池畔景ࠖ(鹿児島県立図書館所蔵ࠕ )

島津御本丸庭園景ࠖ(鹿児島県立図書館所蔵ࠕ )

島津御本丸前面景ࠖ(鹿児島県立図書館所蔵)ࠕ

明治初年の鶴丸城ࠖ(鹿児島県立図書館所蔵)ࠕ



全 体 案 内 板                       

　

遺 構 説 明 板

名　称　板

道　　標

　

鹿児島観光の起点

本丸の主要出入口部

拠点ゾーン（駐車場）

指定地内の展示遺構ごと

平面で埋蔵遺構を展示

する場合、隣接地に設置

遺構説明板の設置距離が

離れている、あるいは遺

構説明板がない遺構

主要出入口部

 

 
表Ⅴ-5　サインの設置方針

形 　態 種　　類 設　置　基　準 主　　構　　成

・映像や模型等ビジュアル

装置でインパクトを与え

る。

・鹿児島城の全体像と概

要・特色を示す。

・調査風景や出土遺物を通

じ、当時の様子等を示す。

・主要な説明文は、日本語・

中国・韓国・英語で示す。

・遺構の全体像を示す。

・調査時の出土状況を示

す。

・復元イメージ等を示す。

・主要な説明文は、日本語・

中 国・韓国・英語で示す。

・遺構、遺物の一般的名称

を示す。

・隣接する遺跡へ案内す

る。

・隣接する公共施設へ案内

する。

傾　斜　型
(計　画） (主要交通起点）

(現　在）

　見る人の視線が

下面に向きやす

く、背面の遺構等

に与える影響が小

さい。

門　型　等

　従来整備されて

いる門型等は、背

面の遺構を隠すな

ど、景観に与える

影響が大きい。

②サイン等の整備

　鹿児島(鶴丸）城跡の環境整備計画において、施設を整備するにあたっては機能

上必要なものを合理的に配置し、意匠や利用性ではユニバーサルデザイン・バリア

フリーを前提とする。また、特に優先すべきこととして、鹿児島（鶴丸）城跡に係

る情報発信があげられる。そのための施設整備では、ガイダンス施設（全体の案内

板や各郭や遺構の説明板）、あるいは鹿児島（鶴丸）城跡関連遺産の分布と周遊

マップ等の整備が必要である。

　サインの配置と内容等基本事項を下表にまとめる。出土遺物・遺構等からロゴ

マークを作成し、サイン等に共通表示する。ガイダンスの拠点施設等が竣工するま

では、携帯電話等の端末からホームページにアクセスし、詳しい情報を得られる取

組等を検討する。
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御楼門の整備イメージ
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（出典：鶴丸城「御楼門」復元実行委員会 HP、鶴丸城御楼門建設協議会資料）



3.事業計画

　ᮏ事業ࡣᖹ成31ᖺ度ᮎࡢ竣工を目標ࠊ࡟下表ࡢ工程で実施すࠋࡿ

事業内容

表Ⅴ-6　事業工程表

事業主体 全体事業費

ᖹ成

26 ᖺ度 27 ᖺ度 28 ᖺ度 29 ᖺ度 30 ᖺ度 31 ᖺ度

鶴丸城跡保全

整備事業

㸦石垣ࡢ修復工事㸧

鹿児島県

鹿児島県

H26 ～ H28 予算額

530,000ࠉ 千円

H26 ～ H28 予算額

60,000ࠉ 千円

鶴丸城御楼門

建設事業

鶴丸城御楼門

建設協議会

鶴丸城御楼門

建設協議会

御角櫓建設事業 鹿児島県

鹿児島市

㸦概算㸧

広報࣭啓発事業

調査࣭研究

御楼門石垣修復

㸦埋蔵文໬財ࡢ調査等㸧

㸦埋蔵文໬財ࡢ調査等㸧

໭御門࣭黎明館西側石垣修復

建設࡟必要࡞大径木ࡢ調査や資料収集等

基ᮏ設計࣭実施設計

埋蔵文໬財ࡢ調査や資料収集等

基ᮏ設計࣭実施設計

建ࠉ設ࠉ工ࠉ事

建ࠉ設ࠉ工ࠉ事

組織的࠿つ⥅⥆的࡞調査࣭研究

隅欠け部石垣修復

※事業費ࡣ概算ベ࣮ス㸦見込み㸧であࠊࡾ予算額ࡣ当初予算額࡟よࡾ記載

必要㸧ࡀ検討ࡢ時点でࡢそࠊ鑑み࡟調査成果や社会情勢ࠊࡣ㸦長期計画ࠉ

※

750,000 千円

-
 
1
3
5
 
-
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